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産業建設常任委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   平成３０年３月７日（水） 

午 後  １時３０分  開 会 

午 後  ２時２０分  閉 会 

 

２．場  所   大会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  西 村 盛 男   副委員長  春 日 洋 子 

委  員  堀   光 雄   委  員  舩 見 亮 悦 

委  員  馬 場 騎 一   委  員  堤   喜一郎 

議  長  小比類巻 正 規   副 議 長  太 田 博 之 

 

４．事務局職員   局  長  田 島 一 雄   次  長  田 辺 正 英 

係  長  中 村 容 三   主  査  髙 橋 涼 平 

主  事  浪 岡 光 平 

 

５．説 明 員   副 市 長                  米 田 光一郎 

上下水道部長                種 市   浩 

参事兼水道課長               関   敏 徳 

副参事兼水道課長補佐            中 居 宏 行 

水道課維持管理係長             冨 田 照 彦 

 

６．案  件   三沢市水道事業経営戦略について 

 

７．会議概要 

西村委員長：定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまから、産業建設常任委員会を開会いたします。 

 本日の案件は、三沢市水道事業経営戦略について調査してまいります。 

 それでは、早速、執行部の説明をお願いいたします。 

種市上下水道部長：それでは、三沢市水道事業経営戦略について御説明いたします。 

 水道事業において平成２０年度の４月から三沢市水道ビジョンが平成２９年度がその最

終年度となっており、本年度、中長期的な経営の基本計画である新たな水道事業経営戦略

を策定いたしました。 

 経営戦略は、総務省より公営企業が将来にわたって安定的に事業を継続していくための

事業経営の基本計画について、中長期的な観点で施設設備に関する投資の試算や、料金収

入、企業債、繰入金などの財源の試算、それ以外の経常的経費等も含め、収支が均衡した
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財政運営計画を３０年度をめどに策定し、公営企業の経営基盤強化を図ることとする努力

義務が課せられております。 

 策定しました三沢市水道事業経営戦略では、何も手を打たない場合、財政計画において

人口減少の影響で引き続き給水収益が減少し、収益的収支が数年後には、純損失となる可

能性があります。また、施設の維持更新費用を一定程度確保する条件で計算しているた

め、経営戦略の最終年である１０年後には、企業債の残高も３０億円以上に増崇すると

し、大変厳しい経営状況をあらわした試算結果となっております。 

 投資・財政計画の今後の取り組みとして、財源に関することとして特に料金について簡

素で公平な料金体系を検討し、管路更新費用を見据えた料金水準も検討をし、経営戦略の

見直しとともに料金などを定期的に検討し、収支均衡を維持いたします。 

 さらに、これに対応するため、今後、事業の見直しや経営の効率化等により経費削減に

努めるとともに、社会情勢に即した簡素で適正な料金体系及び料金水準を検討し、収支均

衡した経営の健全化に取り組んでいくこととしております。 

 財源としては、内部留保資金の活用と企業債の借り入れにより投資資金を確保する予定

ですが、過度な企業債の借り入れは償還に当たり将来の重荷になることから、企業債残高

が適正な水準になるよう努めてまいります。 

 この経営戦略は、この後、３月末にホームページ等で公表することとしております。 

 なお、課題であります料金については、今後、早い段階で水道委員会等に三沢市の水道

事業を継続し安定供給を行うための経営のあり方と、今後の水事業の減少に対する水道料

金制度のあり方を諮問・答申していく中で、多様な視点で御審議いただくこととしており

ます。 

 また、昨年から作成している水道の広報誌であります水道だより等で経営基盤の強化を

図るべく、安心安全な水道供給を次世代に引き継ぐため、市民の皆様に現状を御理解いた

だけるよう御説明していきたいと考えております。 

 それでは、詳細については、課長のほうから御説明させますので、よろしくお願いいた

します。 

関上下水道部参事兼水道課長：それでは、お手元の資料によりまして経営戦略の概要を御

説明申し上げます。１ページを御参照願います。 

 １の経営戦略策定の趣旨は、中段にあります人口減少や節水機器の普及など水需要の減

少に伴う収入減少が続いている一方で、昭和４０年代に整備した多くの施設で老朽化が進

んでおり、施設の更新及び耐震化には多大な費用が必要となるため、今後の経営状況はま

すます厳しいものとなることが予想されます。このような状況に対応し、水道施設及び管

路の計画的な更新を進め、施設及び管路の健全化を維持していくためには、組織や事務作

業の効率化、施設管理の見直し、経営基盤の強化などの将来にわたって安定的に事業を継

続していくための中長期的な経営の基本計画である経営戦略を策定いたしました。 

 続きまして、２ページを御参照願います。 

 下段にあります５の計画期間ですが、平成３０年度から平成３９年度までの１０年間と

いたします。 

 続きまして、３ページを御参照願います。 
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 それでは、経営戦略の内容を御説明申し上げます。 

 第１の経営の基本方針ということで、⑴の現状と課題ですが、②水道施設の管路につい

ては、特に地震に弱い石綿管や布設後７３年以上経過した鋳鉄管の更新を計画的に進めて

いますが、いまだに残存していることから、今後は管路更新をスピードアップして取り組

む必要があります。 

 ③水需要ですが、１２ページを御参照願います。 

 この一覧表は、将来の給水人口や給水量等を予測したものです。黄色で着色した部分

は、給水人口をあらわしたもので、平成３０年は３万８,６９０人であったものが平成３

９年は３万４,３９０人となり、４,３００人、１１％の減となっております。また、薄い

紫色で着色した部分は、１日の平均給水量をあらわしたもので、平成３０年は１万２,４

７０立方メートルあったものが平成３９年は１万６９０立方メートルとなり、１,７８０

立方メートル、１４％の減となっております。これは１日の給水量なので、年間にすると

約６５０万立方メートルの減となります。 

 また３ページに戻っていただきまして、⑤経営状況ですが、これまで拡張事業や施設の

統廃合、民間委託の推進、企業債残高の計画的圧縮などの取り組みを行い――続きまして

４ページを御参照願います――普及率の向上と水道水の安定供給を図りながら健全で効率

的な事業の運営に努めてまいりました。また、良質な地下水を水源として防衛省の補助金

を活用するなどの好条件のもと、県内では安くておいしい水の供給となっております。 

 次に、⑵の将来予測ですが、先ほど水需要でもお話ししましたが、１０年後の給水人口

は４,３００人、１１％の減となり、料金収入の減少が避けられない中で、老朽した施設

・管路の更新や頻発する自然災害への対応など、多大な費用が必要になるため、経営状況

は厳しいものとなることが見込まれます。 

 次に、⑶の経営方針は、①安全でおいしい水を供給する、②いつでも使える災害に強い

水道を目指す、③経営の安定を図る、この三つの基本方針に基づき事務軽減に取り組みま

す。 

 続きまして、５ページを御参照願います。 

 第２の計画期間は、平成３０年度から平成３９年度までの１０年間とします。 

 次に、第３の投資・財政計画ですが、８ページを御参照願います。 

 この一覧表は、投資・財政計画で将来の水道事業を行う上で経常的経営活動に伴って発

生する損益取引に基づく収益的収支を予測したものです。黄色で着色した部分は、料金収

入をあらわしたもので、平成３０年は５億５,８０１万２,０００円あったものが平成３９

年は５億１,７０３万７,０００円となり、４,０９７万５,０００円、７.３％の減となっ

ております。また、薄い紫色で着色した部分は、経常損益となり、収入から支出を差し引

いたものをあらわし、平成３３年から２,７０１万円の赤字となっております。 

 また５ページ目に戻っていただきたいと思います。 

 先ほどの投資・財政計画は、収支均衡となっておりませんが、次の取り組みで収支均衡

を図りたいと考えております。 

 まずは⑴の投資に関する事項は、①ダウンサイジングとして、現在整備中であります仮

称南部配水場が完成すると、第２、第３配水場を廃止し、５配水場から４配水場体制とな
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ります。次に、②スペックダウンとして、将来の計画給水量の減少に対応して規模を縮小

して配水場を建設しています。 

 次に、⑵の投資以外の経費に関する事項は、①動力費として、配水場の見直しにより委

託料や動力費等の減少が見込まれます。また、平成２９年度より電力契約の見直しで経費

削減が見込まれます。次に、②民間委託の推進として、窓口、検針、徴収等の業務委託を

拡大し、個別から包括的な委託に変更して経費削減を図りたいと考えております。 

 次に、⑶の財源に関することは、料金に関することになりますが、現在の口径別、用途

別の料金体系を改め、簡素で公平な料金体系を検討いたします。また、今後は経営戦略の

３年から５年ごとの見直しとともに料金等を定期的に検討し、収支均衡を維持することと

します。 

 次に、最後となりますが、第４の効率化、経営健全化の取り組みは、⑴の組織、人材、

定員、給与に関する事項として――続きまして６ページを御参照願います――目標を組織

の整備、人材の育成、民間委託業務の効果の確認及び余地の検討をいたします。 

 次に、⑵の広域化に関する事項として、目標を施設の再構築、水道事業広域の連携、施

設及び水質管理の連携、施設の共同利用化を検討いたします。 

 次に、⑶の民間の資金、ノウハウの活用に関する事項として、目標を公共施設等の設

計、建築、維持管理及び運営に民間の資金と専門的な技術等を活用するＰＦＩ導入に向け

ての調査、窓口及び料金徴収業務の業務委託の導入を検討いたします。 

 次に、⑷のその他の経営基盤の強化に関する事項として――続きまして７ページを御参

照願います――目標を施設規模の適正化、有収率の向上、経営の改善を検討いたします。 

 次に、⑹の資金管理・調達に関する事項として、目標を経営健全化、企業債残高におけ

る適正策の検討をいたします。 

 次に、⑺の情報公開に関する事項として、目標をホームページ公表、今後の計画策定に

フィードバックさせることを検討いたします。 

 次に、⑻のその他重点事項として、毎年度経営比較分析表等を参考にしながら進捗管理

を行い、定期的な見直しのほか、大規模事業である仮称南部配水場の整備の終了時及び料

金見直し時等の変動時期に見直しを行います。また、必要に応じて外部委託による経営分

析も活用し、計画策定、実施、検証、見直しの効果的な管理として、ＰＤＣＡサイクルに

より本経営戦略の事後検証と更新を行います。 

 以上が経営戦略の概要となります。 

 次に、配付しております資料の内容について御説明申し上げます。８ページを御参照願

います。 

 ８ページは、先ほど説明いたしましたが、投資・財政計画で、将来の水道事業を行う上

で経常的経営活動に伴って発生する損益取引に基づく収益的収支を予測した一覧表となっ

ております。 

 次に、９ページを御参照願います。 

 ９ページは、投資・財政計画で将来の支出の効果が長期間にわたるもので、資産の取得

等や企業債償還金等の資本的収支を予測した一覧表となっております。 

 次に、１０ページを御参照願います。 
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 １０ページは、投資・財政計画で、８ページ及び９ページの将来予測をしたときの算出

方法をあらわした一覧表となっております。 

 次に、１１ページを御参照願います。 

 １１ページは、工事等の事業費とその財源内訳をあらわした一覧表となっております。 

 次に、１２ページを御参照願います。 

 １２ページは、先ほど説明いたしましたが、将来の給水人口や給水量を予測した一覧表

となっております。 

 次に、１３ページを御参照願います。 

 １３ページは、平成８８年度までの概算事業費の将来見通しをあらわしたグラフとなっ

ております。 

 次に、１４ページを御参照願います。 

 １４ページは、現在の水道料金表となっており、用途別、口径別の料金表となっており

ます。 

 次に、１５ページ目を御参照願います。 

 １５ページは、平成２３年度から平成２７年度までの三沢市の経営状況をあらわした各

分析表となっており、青色の棒グラフは三沢市の値をあらわし、赤色の折れ線グラフは三

沢市と同規模の事業体の平均値をあらわしたもので、三沢市の経営状況がどの程度なのか

わかる表となっております。 

 以上が配付資料の内容となります。よろしくお願いいたします。 

西村委員長：では、ただいまの執行部の説明に対しまして委員の皆様から御意見、御質問

等ございますでしょうか。 

堤委員：今まで水道事業については、黒字だ黒字だと言って、私も三沢市の水道事業は健

全経営であるというふうに自負しておりましたが、今の説明を聞くと、そんなに遠い将来

でなくても非常に危ないというか、気をつけなければならない経営状況が予想されるとい

うふうな説明を聞くと、そんなに余裕のある経営でもなかったのだなという思いをしてお

ります。 

 そこで、現金ベースで現在どのぐらい貯蓄というか、水道事業会計で持っているのか。

これは複式というか、見方は通常の人と異なる企業会計ですので、現金ベースでなくて現

金があるとする現在の資金的収支といいますか、資金的残高といいますか、それはあると

思うのですけれども、まず最初に聞きたいのは、現金ベースで今現在どれぐらい水道企業

会計であるのか、それをちょっとお聞かせください。 

中居水道課副参事兼課長補佐：済みません。今、手元に細かい正確な数字がございません

が、５億円程度だと思います。 

堤委員：それは現金ベースでね、ざっとね。 

 資産とかいろいろ水道事業ではたくさんあるでしょうから、それらを含めて現在の財産

価値というか、現金プラス決算で見込まれる財産というか、財産額というか、それはどの

ぐらいと見ればいいのでしょうか。 

中居水道課副参事兼課長補佐：済みません。ちょっと確認したいのですが、財産額という

概念をちょっと私は理解できなかったのですが。 
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堤委員：私も会計の専門用語を的確に捉えていませんので、これについては改めてお尋ね

することにします。 

 あとは全般で質問していいのですか。ただいまの説明したやつで。 

西村委員長：はい。 

堤委員：石綿管と市内の水圧是正工事といいますか、これらのことについては３ページの

１の２、それから４ページの２の１、将来予測、これなどにも若干触れているように思い

ますけれども、計画を立てていかなければならない、計画をしなければならないというふ

うな表現だけで、具体的な計画年次だとか、どのぐらいあって平成３０年度は石綿管でも

水圧の是正でもこのぐらい進めていって、何年後にはいわゆる水道事業所の計画の中から

石綿管とか水圧是正のものが資料からなくなるのかなと。それと、いつ自分のところにそ

ういうふうな工事がなされるのかということは、これを見てわからないのですよね。今ま

でもそうだと思います。計画をしていくと、それはみんな了承してきたのですけれども、

これからは年次計画というふうな具体的な計画立てをして、市民にも配付というか、教え

ていく必要があるのではないかなというふうに思いますけれども、これについてどういう

ふうに思っていますか。 

関上下水道部参事兼水道課長：ただいまの御質問にお答えいたします。 

 今回の経営戦略をつくるに当たって、水道事業の基本計画というものを策定しておりま

して、その中では何年度にどの程度整備しなければいけないというのはうたっておりま

す。ただ、今回の経営戦略のほうには、細かくそこまではうたっておりません。 

 年次計画を持って今後整備していくのですが、現在の予算ベースで老朽管、老朽管と言

われるのは布設から４０年以上たった管を言っておりますけれども、それを整備していき

ますと、１０年後の平成３９年にはまず３３.４％、管の全体の３３.４％が老朽管となる

予定となります。ただ、今後、策定しました経営戦略のもとで整備した場合ですが、この

場合は３０％、ということは約３％、管路延長が老朽管がなくなっていくというような計

画で進めております。ちょっとわかりづらいかもしれませんが。 

堤委員：３３％あって、９年間で３％なくなるということ、あとの残りは３０％あるとい

うことですか。９年間で３％、３％というのは大体距離にしてどのぐらいですか。そうす

ると、３０％はその１０倍だとして、１００年かかるの、残り。 

関上下水道部参事兼水道課長：３％で管路延長にしますと約１６キロメートルぐらいにな

ります。 

堤委員：残りが１６０キロで、３０％残る。３９年度に。 

関上下水道部参事兼水道課長：老朽管と言われますのが、布設年度から４０年過ぎた管が

老朽管となりますので、老朽管が毎年ふえていくのですよ。また、当時整備した延長とい

うのは、毎年同じ延長を整備しているわけではなく、多い場合もありますし、少ない場合

もあると。それを見ていきますと、今後、急激に老朽管がふえていくような状況になって

おります。 

西村委員長：そのほか、ありますでしょうか。堀委員。 

堀委員：災害時の緊急時に備えて八戸圏域水道企業団と緊急時の連絡管の整備を進めると

いうふうにあります。これは本当に大事なことでないのかなというふうに思いますけれど
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も、これはあくまでも計画で、１０年計画です。いつごろ、整備をするにおいて話し合い

しなければならないと思うのですけれども、私だったら早目にやったほうがいいと思うの

ですけれども、それはどのように考えているのか、ちょっとお聞きします。 

関上下水道部参事兼水道課長：実はこれは既に緊急連絡管は２カ所つながっております。

というのは、詳しく御説明申し上げますと、平成２１年に春日台３丁目と六戸町の小松ヶ

丘５丁目、ここに管径１００ミリの緊急連絡管を１カ所整備しております。それで、平成

２２年８月になりますが、泉町１丁目とおいらせ町の鶉久保山のところに管径１００ミリ

の緊急連絡管を１カ所整備しております。今後は、八戸圏域のほうと話をしております

が、将来的にまだ年度は決まっておりませんが、国道３３８号の三川目１丁目とおいらせ

町の二川目４丁目のところで将来的には緊急連絡管を設けたいなと考えておりました。 

 以上です。 

堤委員：さっき石綿管のほうだったけれども、それは大体わかったような感じなのですけ

れども、水圧の関係についての計画を重ねて説明いただければと思います。 

関上下水道部参事兼水道課長：三沢市の低水圧の地域というのが、南町とか先生の住んで

おられます千代田町、この２カ所が大きな低水圧区域となっております。今現在整備して

おります仮称南部配水場ができることによりまして、配水場から南町に本管も計画してお

ります。この本管ができることによりまして、南町地区の低水圧はだんだん解消されてい

くと思われます。（発言する者あり）中の管も整備しなければいけませんので。 

 その後は、今、土木課のほうで８条事案で計画しております市道１０１号線、南町から

五中のところに向かって整備される予定の道路が将来的にできるのですが、これにも同じ

く本管を整備しまして、千代田町等の水圧不足を解消したいなと思っております。 

 あと、千代田町に関しては、本管自体が地区内に少ないと。市で管理する道路が以前は

なかったものですから、市の本管がなく、個人の方が引いた細い管ばかりで給水しており

ましたので、どうしても水圧もそうですが、水の量も余り出ないという状況でしたので、

平成３０年度からは一部ではありますが、千代田町の中に本管整備をしていきたいなと考

えております。 

 以上です。 

舩見委員：前の方も質問されているのですが、災害時の八戸圏域の中に、いわゆる長靴エ

リアが三沢からの水道が行っていたわけですよね。今はそうではないと。ああいうのはど

ういう扱いになっているのですか、今は。緊急時に関連した何かになってはいますか。 

関上下水道部参事兼水道課長：今質問された長靴の部分につきましては、全く切り離しし

ております。あちらは八戸圏域がおいらせ町で給水しておりまして、現在は全く管はつな

がっておりません。 

舩見委員：例えばそういうのはもともとつながっていたから、ちょっと約束すればお互い

が助かるわけですよね。どっちが災害時にそういう被害を受けたとしてもね。ぜひその辺

もそうしていくべきだなと思います。 

 そのほか、さっき老朽管が３３％になっていたのですが、その中にいわゆる耐震管とい

うのか、耐震管でないというのがあるのですよね、確かにまだね。それを先にかえていか

なければならないというようなことだと思うが、その耐震管以外のそういう昔というのか
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な、そういうのがどれぐらいの比率であるのでしょうか。 

関上下水道部参事兼水道課長：今御質問されました耐震管以外の延長につきましては、平

成２８年度末現在の距離になりますけれども、約１７９キロメートル、全体の６１.３％

が耐震化以外の管です。ちなみに耐震管というのが約１１３キロメートルありまして、３

８.７％となっております 

舩見委員：災害というのは、やっぱりそういう地震だとかそういうふうなので災害の被害

を起こしている。いわゆる耐震管にしていかないと、結局そこが壊れやすいわけだよね。

今、どんどんそういうふうな自治体もかえていっている。そういうあれなので、そういう

ふうなのが３％、１６キロしか進まないというのでは、大丈夫というか、計画はこれは大

丈夫な計画なのですかね、戦略として。結局どうもならないと言うのかな。 

関上下水道部参事兼水道課長：整備がちょっと足りないのではないかということなのです

が、今回の経営戦略の１０年間の老朽管更新工事費としましては、過去最近５年間の工事

量というのは延長にして約２.５キロメートルずつ毎年整備してきておりました。この経

営戦略に盛り込んだ工事費は、約１.７倍の４.２キロメートルぐらいの老朽管更新を考え

ておりまして、年間の工事費とすれば今の工事費プラス約７,３００万円ぐらいの工事費

を盛り込んでおります。ただ、工事費が多くなっても、職員数が不足しておりますのもあ

りますし、工事業者のほうも１回にふえましてもちょっと対応しかねるというのもござい

ますので、余り大きくは上げれないというのも実情のところです。 

 以上です。 

舩見委員：確かに長い目で、一気にやってしまって、あと無理にというか、いろいろな仕

事の関係があると思いますが、そういうことを１０年間という一つのスパンで展開を考え

ているので、やはりそういうふうな今までのやった１０年間と今後の１０年間というのは

何とか違ってきているという話なので、それとあわせていわゆる安心安全な生活するの

に、やっぱり水とか、そういうのも大きな役割を果たしているわけですから、三沢という

のは水がおいしいと、いわゆる堀口井戸からの生活水で、やはり住んでよかったまちのう

ちの一つの宣伝文句になっているわけですよね。やっぱりそれはよそのほうと比較しなが

らここにプラスアルファあるわけですが、ぜひそういうようなのをあれして、計画を少し

強目にやってもらうというのが、これは市民の願いなのですけれども。 

 先ほど資金の話もちょっと出たのですが、現金ベースで５億円ぐらいあるというと、

さっきは何か事業をするときには内部留保資金を使ってと、それは金額ははっきりわかる

の。 

中居水道課副参事兼課長補佐：資金の話、先ほどの５億円と言ったのは、内部留保の意味

で５億円と回答しました。 

舩見委員：全体的に手段的なものがよくわからない話になっているのですが、やはり経営

戦略の中にはそういうことを含めて、できたら水道事業というのはただ水を供給するだけ

ではなくて、もう少し何かほかの、別の角度からすると何かのときに水道料金を上げれば

いいのではなくて、やっぱりもうける商売、水商売というのもいろいろあると思いますけ

れども、いい水商売をやって、やっぱり資金を稼ぐもしくは三沢市民ばかりではなくてよ

そのまちからも金が入ってくるようなことを、私は今ここで言っていたのだけれども、水
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道委員のときにいろいろ提言してやっているつもりなのだけれども、やはりそうやってい

くうちに赤字になっていくわけですよ。結果的にそれをもとにして水道料金の値上げとな

ると、三沢に住んでいても余りいい思いをしないというふうになるので、やはりそこで工

夫しなければならないというような意見は水道委員のほうから出ていませんかね。 

種市上下水道部長：料金だけではなくて、そういう別な財源を見つけてというところもあ

るかと思いますけれども、水道委員会の中でいろいろ話し合いの中で御説明してきました

けれども、職員の数も大分ここ二、三年で減っています。そういう財源というか、そうい

う効率化のところも削減してきました。あと、いろいろ資産的なところも、留保資金も先

ほど御説明しましたけれども、約５億円ぐらいの現金は持っていますけれども、今後、起

債償還、第１配水場、これから南部配水場の起債の償還とか、これからだんだんふえてま

いります。それを考えますと、今の給水料金も、だんだん給水人口の減少で給水の入って

くるお金もだんだん減ってきます。それを考えると、やっぱり水道料金等もここで見直し

ていかなければいけないなというところで、水道委員会の中ではお話ししていました。 

 というのは、今の水道料金は平成９年に改定していまして、それから今は２０年たって

います。その当時は、人口もだんだん上向き傾向だったと思うのですけれども、ここの今

の試算を見てもらってもわかるように、だんだんこれから減少してまいります。多少市民

の方に水道料金を御負担いただいて、青森県の中でも三沢市が今は一番安い水道料金に

なってございます。料金のあり方も、今後、水道委員会の中でいろいろ検討しながら、そ

こは委員がおっしゃったように、別な角度から何とか考えながら、今後もまた検討してい

きたいと思っております。 

 以上でございます。 

舩見委員：ぜひ職員とかはできるだけ減らさないでふやせるように、いわゆるお金という

のを生み出す。今はどうしても、我々もこれはせっかく水道の水、これは水道料金に跳ね

返っているのだけれども、こういう時代になってしまって、そこで水道の、要するにいろ

いろ水が量が減っているために料金を上げなければならないような形になっている。どん

どん使わせる方法って全然ないのに、だから一緒に考えましょうね。そのぐらいにしてお

きましょう。 

春日委員：舩見委員の関連なのですけれども、水商売ではありませんけれども、私たちが

他市に視察に伺ったときに、そちらのペットボトルでそちらの水を、あれは商品化されて

いるのでしょうかね、５００ミリリットルで１００円とか。そういうことは三沢市の中で

自慢できる安心安全のおいしい水ということのアピールポイントにもなるかと思うのです

けれども、ちょっとそこは素人ですので、商品化するにはまたどのようなことがあるのか

ということもわからないまま今思いつきというか、日ごろから地元でこういうお水を皆さ

んに提供する、市民の皆様にもいつも私たちにもいただく機会が多々ございますけれど

も、そのことについては三沢市ではお考えはございませんか。 

関上下水道部参事兼水道課長：今言われたペットボトルに水を入れて販売するという件な

のですが、八戸圏域でも実際につくっておりまして、それで幾らかまでは今ちょっと頭に

ないのですが、赤字だという話を聞いておりまして、赤字ですけれどもＰＲのためにやっ

ているのですということを担当の方から聞いておりました。そこで、三沢市はちょっとそ
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こはどうかなというところで、検討しましたけれども、残念ながら採択されていないとい

う現状です。 

 以上です。 

舩見委員：これは損して得とれというのは私は。ただもうけるという、それは簡単にいか

ないのですよ。八戸はやっぱり、主にあれは新井田川のあれから上げているほうが多いわ

けですね。絶対に三沢と比べられても、八戸の水はうまくないとみんなしゃべっているわ

け。イメージアップのためにあれは損してもやっているのだけれども、そういうのをなん

か、やっぱり三沢の水はこれだけあるのだよと、もしくはちゃんと分析したらすごく長生

きする成分が入っているかもしれないわけだよね。 

 さらに最近は、これの活用のものもあるけれども、いわゆる浄水器をつけている人もふ

えているのだよね。つけた人は、必ずそこからいろいろ許されるサプリメントを入れてみ

たりなんかしながら飲む。そういう発想というのはすごく大事なような気がして、今は何

でも御飯食べなくても、飲んでいれば元気だと思っている人もいるので、そこでこの水な

のですよ。やっぱりもう少し、人間の体の大部分が水分だということを含めながら、やっ

ぱり女ぶりがよくなる水だとか男っぷりがよくなるとか、何かそういう発想をしましょう

よ。ないかと言っても無理だと思いますので、しましょうね。 

西村委員長：そのほかございませんでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

西村委員長：では、質問も出尽くしたようですので、先ほど委員の皆様から出された御意

見というのをぜひとも参考にしていただいて、今後、経営の健全化、効率化に努めていた

だいて、市民の方に安心安全なお水を提供するという取り組みを進めていっていただけれ

ばと思いますので、ぜひともよろしくお願いいたします。 

 以上で、本日の案件は全て終了いたしました。 

 なお、この所管事務調査につきましては、今定例会で委員長報告をすることになります

が、この内容につきましては正副委員長に御一任いただきたいと思いますが、いかがで

しょうか。よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

西村委員長：それでは、そのようにさせていただきます。 

 また、本日の会議をもちまして、このメンバーでの委員会は最後になるのかなと思いま

す。 

 皆様とお別れするのは大変寂しい思いでいっぱいなのですけれども、大変この２年間ご

協力いただきまして、本当にありがとうございました。感謝申し上げたいと思います。 

 それでは、以上をもちまして産業建設常任委員会を閉会いたします。 

 お疲れさまでした。ありがとうございました。 

午後 ２時２０分 閉会   

 

以   上 

 

委 員 長   西 村 盛 男   


